
富士山頂における冬季の風向別気温の特徴について

が現われている．

　次に暖冬の1950年の風向出現度数をみると，平年と大

きな相異はない．風向別平均気温の1月平均気温からの

偏差は，NおよびNEを除いて，正の値であるが，特に

Wおよび南分を持った風はSWの＋9・6。Cを筆頭に大

きな偏差値を示す．また，風向別平均気温の平年値から

の偏差は，NおよびNWを除き，各風向とも正の値を

示すが，WNWよりSWまでがWSWの＋5．6。Cを筆
頭に偏差値が大きい．さらに，異常高温の出現率をみる

と，各風向とも大きいが，特にWNWよりSWまでが

WSWの78．3％をはじめとし平年に比して大きな値とな

っている．第2図のWよりSWまでの風向別毎時気温

度数分布でも高温側に顕著な峯が出現している。

　5．　結　語

　以上の統計的解析により富士山頂の冬季の風向別気温

の特徴が明らかになった．さらに，風向別気温の特徴の
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気象学的機構も吟味の対象になるが，これについては稿

を改めて述べることにする．

　終りに，貴重な資料を閲覧させて載いた三島測候所に

厚く御礼申上げる．
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